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＜連絡事項＞
・退院支援に関する学術アンケートは、9/5(日)までに国光JGMに提出して下さい。

＜入室状況＞
・変更なし。

＜患者様連絡情報＞
・柳町　明美様～船場Drより腹部エコー実施。両側腎臓ともに腎実質、腎盂は正常構造で尿の停滞を示す水腎症なし。明らかな腎臓結石などの異常もなし。（詳細はカルテ記録参照）

・三浦　華菜様～主治医へ昨日の母様との面談について報告、転院先決定後、外来当日に退院日を設定するよう指示あり。

・平山　敬之様～本日14時から16時で2時間開放観察指示、明日以降は午前10時から12時、14時から16時で開放観察指示あり。

・大久保 尚嬉様～西病棟転出許可あり。

・大塚 勇人様～採血の結果、Mg高値のため酸化マグネシウム中止。また活気なく食事摂取量低下あり、補液　1本、4日分処方。ロドピン（200）→（100）に減薬。

・長内 富希様～本日よりデエビゴ7.5㎎に増量。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつ開放観察の指示あり。開放後は迷惑行為あり早めに開放観察終了している。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。眼光の鋭さや妄想様言動目立たず。静穏に過ごしている。症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・平山　敬之様～終日隔離中。開放中一度は自室からでるもすぐに自室へ籠っている。電子機器に関する訴えなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

[bookmark: _GoBack]・滝澤　幸輝様～身体拘束中。拘束トラブルなし。バイタルサイン異常なし。脱衣行為やベット上体動活発であるが危険行動なし。引き続き、症状観察と早期に拘束解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。朝から気分高揚、苛々感、拘束帯マグネットをベッドに打ち付けるなどあり、10時リスパダール内用液2ml1P与薬。一時的に不穏収まるも午後、左膝創部いじる様子あり、苛々感出現。再度13：45リスパダール内用液2ml1P与薬。その後は、不穏、興奮なく経過。拘束部位の皮膚トラブルなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜皮膚科診察情報＞
・柳町　明美様～右足の指に発赤、びらんあり、テラマイシン軟膏塗布指示あり。
・工藤　美鈴様～両膝、両足関節～足背にかけて暗紅褐色の肥厚、落屑あり。
乾癬疑い（約20年前、皮膚科等にかかったことはなし）
ウレパール1本処方となる。
・川口　八寿子様～両下肢の浮腫著明、主治医へ両下肢の浮腫原因について
　　　　　　　　診察時確認するように指示あり。
